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１ ．はじめに
　窯跡を持たない先史土器の製作地を明らかにす
ることは、社会組織や地域間交流を議論する上で
重要な意味をもつ。考古学では、土器の型式学的
特徴からその製作地を推定するのが一般的である
が、縄文晩期に栄えた亀ヶ岡文化圏は広大で、精
製土器はとりわけ斉一性に富むため、考古学的手
法に基づく製作地推定には限界がある。縄文土器
の製作地推定には、型式学的観点とともに土器の
胎土分析が欠かせない（柴・関根2015）。
　筆者らはこれまで、土器胎土中の火山ガラスと
既知のテフラ（火山灰）の火山ガラスの化学組成
を比較する手法を用いて、青森県内、北海道南部
及び道央部の遺跡から出土した土器の製作地推定
を行ってきた（図１）。 
　亀ヶ岡式土器は道央及び道東の遺跡からも出土
するが、資料数が少ないため、未だ十分な検討は
なされていない（澤田2014）。一方で、道南を含む
津軽海峡域からの亀ヶ岡式土器の出土資料数は多
いため、道央及び道東の亀ヶ岡式土器は道南から
の搬入と考えられてきた。釧路市幣舞（ぬさまい）
遺跡の考古学的調査により、在地系の幣舞式土器
に加えて亀ヶ岡系の大洞A式及びA' 式土器が出土
したことで、亀ヶ岡文化圏との交流や在地土器と
の併行関係が議論されてきた。
　幣舞遺跡から出土した亀ヶ岡系土器について
は、近年、胎土中に含まれる海綿骨針に注目し、
素地土の採取地の追求が試みられているが、土器
の具体的な製作地を特定するには至っていない
（飯島ほか2017）。
　本稿では、北海道内から出土する亀ヶ岡系土器
の製作地を明らかにすることを目的とし、道東の
釧路市幣舞遺跡から出土した亀ヶ岡系土器及び晩
期在地系土器の胎土分析結果について報告する。
２．分析試料概要　
　釧路市埋蔵文化財調査センターから提供された
幣舞遺跡出土晩期縄文土器（在地系22点・亀ヶ岡
系5点）の計27個体分の土器について研磨薄片を作

成した（図２）。なお、試料名は遺跡名の頭文字N
のあとに亀ヶ岡系には数字（1～5）、在地系には英
文字（a～v）で表す。在地系土器として提供を受
けた土器のうち、N-c及びN-eは聖山系大型壺で
あったが、他は「幣舞式古段階」、「幣舞式新段階
／タンネトウＬ式古段階」、「タンネトウＬ式新段
階／緑ヶ岡式古段階」、「氷川式／緑ヶ岡式新段階」
など道東の土器である。なお、本報告で検討され
た試料のうちN-2は澤田（2014）のNo.89、同じく
N-4はNo.91と同一資料である。
　幣舞遺跡は釧路川河口から約1 km上流、左岸の
釧路段丘の緩斜面上に位置し、主体となる時期は
晩期縄文～続縄文時代前半である（釧路市埋蔵文
化財調査センター1990･94･96･99、澤1969）。遺跡
は標高10～25 mに立地し、一帯は釧路川へと流入
する小さな谷によって開析されている（澤田
2014）。本遺跡周辺は第四系の礫・砂・泥・火山
灰及び泥炭から構成される釧路層と、それを不整
合に覆う火山灰層からなる。釧路層の層厚は20 m
前後、火山灰層の最大層厚は30 mにも及ぶ。

火山ガラス分析による道東出土の亀ヶ岡系土器・晩期在地系土器の製作地推定
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については、
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図1　晩期縄文遺跡の位置と尾開山凝灰岩及び十勝三股カ
ルデラ起源テフラの分布（柴2014及び石井ほか2008の図
に加筆）尾開山凝灰岩が分布しない地域（円の外側）の
遺跡で，胎土テフラとして尾開山凝灰岩を含む土器が出
土した地点を●（先行研究），★（本研究）で示す．
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図 2  胎土分析を行った幣舞遺跡出土土器
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３．土器胎土中の火山ガラス
（１）分析方法
　偏光顕微鏡観察により火山ガラスが確認された
24試料について、電子プローブマイクロアナライ
ザ（EPMA）を用いて火山ガラスの主成分9元素（Si、
Ti、Al、Fe、Mn、Mg、Ca、Na及びK、ただし
Feは２価とする）について定量を行った。 EPMA
は日本電子製のJXA-8800RL（波長分散型、４チャ
ンネル）を用い、測定条件は加速電圧15 kV、照射
電流6.00×10－９ A、ビーム径10 μmとした。また、
定量測定後にEPMA（JXA-8230）を用い、胎土中
のガラス及び海綿骨針のSEM像（二次電子像）を
撮影した（写真１～４）。
　土器胎土中のガラスの帰属検討には、第四紀後
期の火山ガラス組成データ（青木・町田2006）、北
海道中央部から東部にわたり広く分布する更新世
火砕流堆積物（石井ほか2008、長谷川ほか2008）
及び筆者たちの北東北地方・鮮新世～完新世テフ
ラの火山ガラス組成データ（柴2014）を用いた。ガ
ラスの帰属は９元素すべての分析値をデータベー
スと比較して決定した。胎土テフラ及び対比され
たテフラのガラス組成を表１に示す。
（２）分析結果
　図３～図６に分析試料のガラス組成について、
代表的な元素を散布図（Harker図）で示す。図３
～図５では縦軸にK2O、横軸にTiO2の重量％を、
図６では縦軸にFeO*、横軸にSiO2の重量％をそれ
ぞれとった。
　幣舞遺跡の大洞A式精製大型壺；N-２及びN-４
からは尾開山凝灰岩に帰属される火山ガラスが検
出された。
　図３より、N-２は２つの組成クラスタをもつこ
とがわかる。主に含まれるガラスはSiO2が77～78 
wt.%、K2Oが5.0～6.0 wt.%程度で、尾開山凝灰岩
に帰属される。一方、K2Oが4.0 wt.%未満にクラ
スタをつくるガラスの組成は八甲田第１期火砕流
堆積物（鶴ヶ坂凝灰岩）に類似する。例えば青森
県五所川原市前田野目川流域などでは、下位に尾
開山凝灰岩、上位に鶴ヶ坂凝灰岩が堆積している
露頭もしばしば観察される。 
　図４より、N-４も２つの組成クラスタからなり、
主に含まれるガラスは尾開山凝灰岩に帰属され

る。もう一方のクラスタをつくるガラスはK2Oが3.0
～4.0 wt.%程度で、前述の試料（鶴ヶ坂凝灰岩）よ
りも高い。五所川原市五月女萢遺跡から出土した
大洞C1式土器ST-91の胎土テフラ（柴・辻2017）は
本試料と組成が類似する。現段階でこのガラスの
帰属はできないまでも、津軽海峡を越えた２遺跡
から同様の鉱物組み合わせ及びガラス組成をもつ
土器が出土したことは重要な手がかりといえる。
　一方、在地系土器のガラスは細粒なものが多く、
尾開山凝灰岩や八甲田火砕流堆積物のガラスは認
められず、北海道中央部に噴出源をもつ十勝三股
火砕流堆積物などの大規模な火砕流堆積物の遠方
相のガラスからなることが確認された（図６）。N-
ｌ及びN-r（いずれも在地系土器）は、SiO2の組成
範囲が68～78 wt.%と広く、FeO*を含む各元素に
ついてのHarker図で直線的なトレンドを示す。こ
の特徴は、十勝三股火砕流堆積物の中でも特に屈
足火砕流の灰色軽石と類似する。
　聖山式大型壺N-c及びN-eに含まれるガラスは、
十勝三股火砕流堆積物の下位にみられる上旭ヶ丘
軽石流堆積物（以下、上旭ヶ丘軽石流）及び上然
別軽石流堆積物（以下、上然別軽石流）と組成が
類似する（図５）。胎土中のテフラはTiO2が0.0～0.3 
wt.%、K2Oが3.5 wt.%付近にクラスタをつくるこ
とから、上然別軽石流の各分析値（石井2009）と
比較すると、各元素の平均値及び組成クラスタの
範囲（偏差）もほぼ一致する。両軽石流は主要９
元素での区別が難しいため、現段階では土器N-c
及びN-eは上旭ヶ丘軽石流もしくは上然別軽石流
のどちらかに帰属されると考えられる。上旭ヶ丘
軽石流の年代は51万±14万年前、上然別軽石流は
年代不明で上旭ヶ丘軽石流より古い（長谷川ほか
2008）。両テフラの分布域は重なっており、北海道
中央部、然別湖の東側を流れる芽登川流域周辺に
みられる。
４．まとめと今後の課題
　今回、尾開山凝灰岩や鶴ヶ坂凝灰岩に帰属する
火山ガラスが検出されたN-２とN-４は大洞A式の
精製壺で、本州北部で製作され、道東に搬入され
たものである。
　また、上旭ヶ丘軽石流または上然別軽石流に帰
属する火山ガラスが検出されたN-cとN-eの聖山式
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大型壺は、道東で製作されたものである。
　今回の分析結果の第一の意義は、東北地方で作
られた亀ヶ岡式土器が道東まで運ばれていたこと
が確実となったことである。道央や道東の縄文晩
期の遺跡では在地の土器に大洞A式の大型精製壺
が組成する（関根2012）。幣舞遺跡から出土してい
る亀ヶ岡系土器も９割以上が壺で、51個体に上る
（澤田2014）。今回の分析で、それらのなかに東北
地方の搬入品が含まれていることが明らかとなっ
た。
　西日本においても亀ヶ岡文化圏から遠く離れた
高知県土佐市の居徳遺跡から、体部上半に隆起線
により縦長の方形区画文を施した大洞A式の大型
壺が出土している（高知県文化財団埋蔵文化財セ
ンター2001a・01b・02）。このような型式学的特
徴をもつ土器は、宮城県栗原市山王囲遺跡（伊東・
須藤1985）や同大和町摺萩遺跡（宮城県教育委員
会1990）など、亀ヶ岡文化圏内でも北上川中下流

域に分布域が限られている。胎土分析による検証
が必要であるが、居徳遺跡の亀ヶ岡系大型壺もま
た、今回分析した幣舞遺跡の大型壺同様、搬入品
の可能性が高い。大洞A式期に亀ヶ岡文化圏で製
作され、海を越えて北海道や四国に運ばれた大型
壺が受容先でどのような使われ方をされたのか、
今後追求する必要がある。
　第二の意義は道東から出土する聖山式土器のな
かに道東で製作されたものがあることが分かった
ことである。聖山Ⅰ式やⅡ式が幣舞式や緑ヶ岡式
など在地の土器に伴って道北・道東からも発見さ
れることは既に知られていた（藤沼・関根2008）。
しかしこれまで聖山式文化圏内の道南や道央で作
られたものが運ばれたのか、道北・道東で模倣さ
れたものなのかは不明であった。
　在地系土器のうち胎土中の火山ガラス分析によ
り、道東で製作されたことが確かめられたのは２
点のみで、18試料に関しては、北東北地方のテフ
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ラガラス及び広域テフラに帰属できる可能性があ
るものを見出すことはできなかった。今後は北海
道の遺跡近傍で採取できる分布範囲の狭いテフラ
について、ガラス組成を調べ、データベースの拡
充に努めたい。また、ガラスの主要９元素の化学
組成が類似するテフラに関しては微量元素分析等
も行う予定である。
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